
 

 

質問事項１ 

具体的内容 

質問事項２ 

具体的内容 

一 般 質 問 発 言 通 告 書 
 下記事項について質問をしたいので、会議規則第５１条第１項の規定により通告します。 

    令和５年１１月２８日 

 三島市議会議長  藤江 康儀  様 

                     三島市議会議員  １９番  岡田 美喜子    

      高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らしていくために 

厚生労働省によると、介護が必要な高齢者の数は高齢化に伴い年々増加し、今年

３月末で約６９４万人となり、介護保険制度が始まった２０００年に比べ約３倍以上増えてい

る。一方で、介護が必要な高齢者を支えるのに必要な介護職員の数は約２３３万人と推計され、

団塊ジュニア世代が６５歳になる２０４０年には介護職員が２８０万人必要になると見込まれ、

人材確保が課題となっている。 

また、２０２２年の国民生活基礎調査によると、同居家族に介護されている人の割合は 

４５．９％で、同居の主な介護者は男女ともに約７５％が６５歳以上で老々介護になっている

ケースが多い状況にある。言い換えれば、約２５％が仕事をしながら介護をしている状況がう

かがえる。介護疲れによって介護する側が倒れてしまう「共倒れ」にならないために、同居介

護の支援充実も必要と考える。 

高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らしていくためのケアラー支援等について伺う。 

 

１ 介護認定にかかる手続き状況 

２ 申請から認定期間について 

３ 変更申請と不服申し立てについて 

４ 介護職員不足の課題に対する対応について 

５ 介護者はどのような支援が受けられるか。 

 

      児童生徒の登下校時の安全対策  

今年９月、幸原町の市道において通学途中の小学生２人が後ろから来た乗用車に

立て続けに衝突され、けがを負う事故が発生した。その後も、近隣では車両が民家の駐車場の

塀に突っ込むという事故も発生している。 

当該箇所は、以前から歩行者の安全性が問題視されてきた箇所で、路面標示やポストコーン

の設置、通学路の変更等対策を重ねてきたが、車の通行を規制するまでに至っていない。 

子どもたちを交通事故からどのように守るか。安心して登下校するための通学路をどのよう

に確保するのか。児童生徒の登下校時の安全対策について伺う。 

 

１ 通学路の要対策箇所の集約状況 

２ 要対策箇所への対応状況（継続含む） 

３ PTAからの要望に対する対応について 

４ 通学路の変更について（民地の通行） 

５ 文教町幸原線の改修スケジュールと安全確保対策について 

６ スクールガードの人材確保策について 

７ 安心して登下校するための通学路をどのように確保するのか。 

 

 

 

発言順位  ８番 


